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四
二

西
田
幾
多
郎

三

　
飽
和
度
に
起
て
若
干
の
距
離
を
有
す
多
同
性
，
質
の
赤
の
問
に
、
赤
の
無
限
に
異
な
れ
る
系
列
を

入
れ
て
考
へ
て
見
る
と
、
此
系
列
の
極
限
に
於
て
性
質
其
物
が
濁
立
の
一
作
用
と
な
る
、
帥
ち
○
長
㌣

謹
σ
q
ω
ξ
籍
の
が
鑓
Φ
楚
夢
ピ
と
し
て
薫
辛
の
取
扱
を
受
け
る
ε
と
な
る
。
併
し
色
の
纏
験
は
飽
和
度
の

立
場
に
於
て
無
限
の
連
績
と
考
へ
得
る
や
み
な
ら
ず
．
色
調
の
方
向
に
於
て
も
叉
光
度
の
方
向
に

於
て
も
亦
無
限
の
蓮
績
と
考
へ
る
事
が
で
き
る
。
色
の
具
謄
…
豹
脛
駐
は
託
等
の
種
々
な
る
O
範
㌣

毒
醗
◎
℃
簿
の
結
合
で
あ
る
。
我
々
に
直
接
な
る
具
禮
的
経
験
は
作
用
の
結
合
で
あ
る
、
併
し
我
々

の
具
灘
的
経
駿
は
軍
な
る
色
の
面
争
に
限
ら
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
、
無
隈
な
る
作
用
の
連
結
で

あ
る
。
作
用
と
し
て
の
性
質
の
無
限
に
豊
富
な
る
連
結
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
作
用
の
無
限

な
る
系
列
は
其
極
限
に
於
て
一
つ
の
人
格
と
な
る
。
自
由
意
志
を
本
質
と
す
る
が
人
格
と
は
無

限
な
る
作
用
の
統
一
で
あ
る
．
人
格
は
作
用
Q
作
用
、
ア
プ
リ
オ
ヲ
の
ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
。
藝
術



　
の
目
的
と
す
る
個
性
と
は
此
の
如
き
封
象
界
に
於
け
る
油
鼠
で
あ
る
。
縦
令
、
絡
書
は
色
や
形
，
の

　
纒
験
に
凹
し
．
血
豆
は
音
の
維
験
に
嘉
す
る
に
せ
よ
、
其
表
現
す
る
實
在
は
人
格
の
一
片
鱗
で
な
け

　
れ
ば
次
ら
漁
、
此
・
意
味
に
於
て
物
理
的
實
在
と
は
根
本
的
に
其
次
元
を
異
に
し
て
居
る
の
で
あ
6
。

　
『
我
々
の
霊
験
内
容
が
統
一
さ
れ
て
行
く
に
當
っ
て
、
相
反
す
る
二
つ
の
方
両
を
二
丁
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。
　
一
つ
は
個
性
的
統
一
で
あ
ウ
、
一
つ
は
一
般
的
統
一
で
あ
る
。
色
の
経
験
内
容
が
絡

　
書
に
於
て
の
如
く
個
性
的
罫
、
叉
自
然
界
の
物
騰
に
於
て
の
如
く
個
物
的
齢
結
合
す
る
と
共
に
・
種

　
種
な
る
色
の
経
験
内
容
は
色
一
般
な
る
概
念
に
よ
っ
て
統
一
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
審
に
は

　
三
種
の
統
嚇
を
匿
溺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
哺
つ
は
日
置
的
統
嚇
、
一
〇
は
個
物
的
統
｝
、
一
つ
は

　
個
性
的
統
一
で
あ
る
。
　
一
般
的
統
一
に
基
く
も
の
は
一
般
的
眞
理
で
あ
る
帥
ち
永
久
翼
理
で
あ

　
る
、
例
へ
ば
歎
學
的
眞
理
と
か
、
饗
象
論
的
眞
理
乏
か
い
ふ
如
き
竜
の
で
あ
る
。
　
一
般
概
念
が
此
等

　
の
統
一
の
基
と
な
う
、
此
等
の
翼
理
の
基
と
な
る
。
次
に
個
物
的
統
一
に
基
く
も
の
は
偶
然
的
翼

　
理
五
月
ま
ω
8
客
営
σ
q
Φ
暮
Φ
ω
即
ち
事
實
的
眞
理
鼠
曵
優
留
類
望
で
あ
る
。
個
物
は
自
己
の
中
に
他
の

　
無
限
の
關
係
を
含
ん
で
居
る
。
個
物
に
於
て
の
一
つ
の
出
門
事
は
他
と
無
限
の
關
係
に
よ
っ
て

　
成
立
っ
て
居
る
。
第
三
の
個
性
的
統
一
の
上
に
立
つ
竜
の
は
藝
術
的
翼
理
で
あ
る
。
以
下
右
の

㎜
　
三
種
の
統
一
ゴ
一
種
の
翼
理
の
二
二
を
考
へ
て
見
よ
う
。
　
丸
く
竜
一
般
的
委
當
性
を
有
す
る
眞
理
・

　
　
　
　
　
経
輪
聯
内
容
の
種
々
な
る
建
緬
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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脚
　
は
何
の
場
合
に
於
て
も
超
個
人
的
な
る
意
識
一
般
と
い
ふ
如
き
も
の
に
基
く
と
見
ね
ば
な
ら
臓
、

ユ

　
超
個
人
的
人
格
は
そ
の
一
部
分
㊧
る
女
偏
的
人
格
と
同
じ
く
、
一
方
に
於
て
一
般
的
な
る
と
共
に
、

　
　
一
方
に
於
て
は
個
性
的
で
あ
る
。
．
自
由
意
志
を
本
質
と
す
る
人
格
は
そ
の
何
の
部
分
を
も
自
由

　
に
反
省
し
て
之
を
一
般
化
す
る
乙
と
が
で
き
る
と
共
に
、
絶
甥
的
唯
一
性
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

　
意
識
頃
般
は
自
然
科
心
的
燈
界
の
基
と
な
る
と
共
に
歴
更
的
知
識
の
基
と
な
る
、
帥
ち
｝
話
8
募
9
①

　
ぐ
Φ
ぎ
毎
津
と
な
る
の
で
あ
る
。
肖
己
の
面
心
内
容
の
何
の
部
分
を
も
自
由
に
反
省
す
る
乙
と
の
で

　
き
る
人
格
の
否
定
作
用
は
、
人
格
の
本
質
を
成
す
自
由
意
志
で
あ
る
と
典
に
、
知
識
に
於
て
の
抽
象

　
作
用
で
あ
る
。
．
自
由
意
志
と
抽
象
作
用
と
は
共
．
に
作
用
の
作
用
π
る
人
格
が
自
己
薗
身
を
確
ぐ

　
作
用
で
あ
る
。
所
謂
表
象
自
粛
と
い
ふ
の
は
此
の
如
き
作
用
の
鍋
象
界
で
あ
う
、
我
々
棚
の
経
験
の

　
　
一
般
化
的
作
用
と
い
ふ
の
は
此
の
如
き
方
向
を
指
す
の
で
あ
る
。
我
々
は
絶
鋤
霞
由
の
人
格
な

　
る
が
故
に
、
如
何
に
抽
象
し
、
如
何
に
統
一
す
る
か
は
二
面
で
あ
る
の
で
あ
る
。
歎
學
的
知
識
の
基

　
と
な
る
統
一
作
用
は
之
と
租
六
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
同
じ
く
一
般
的
と
云
っ
て
も
そ
れ
宮
身

　
に
内
面
的
統
一
を
有
し
、
夫
自
身
の
膣
系
を
成
し
て
居
る
。
　
カ
ン
ト
の
考
を
籍
ウ
て
云
へ
ば
，
我
々

　
の
知
識
は
理
解
と
直
畳
と
の
結
合
に
よ
っ
て
成
立
し
、
理
解
力
の
形
式
帥
ち
範
疇
と
純
脇
浜
畳
の

　
形
式
・
即
ち
室
問
時
問
と
結
合
し
だ
も
の
が
歎
叢
叢
知
識
で
あ
う
、
内
容
あ
る
直
釜
石
ち
知
畳
と
結



馬

　
心
し
疫
る
も
の
が
経
験
的
知
識
で
あ
る
。
カ
ン
ト
で
は
燃
油
的
知
識
は
未
だ
嚴
密
な
る
意
味
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
於
て
知
識
と
い
ム
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
藍
綬
的
知
識
は
客
観
的
封
象
の
條
件

　
乏
も
て
、
そ
れ
宮
身
の
客
観
性
を
有
す
る
と
考
へ
る
乙
と
が
で
き
る
。
　
カ
ン
ト
で
は
理
解
性
と
直

　
素
性
と
の
間
に
於
け
る
内
面
的
關
係
統
一
が
十
分
明
に
な
っ
て
居
ら
澱
の
で
あ
る
が
ガ
ン
添
が

　
歎
學
の
墓
と
し
控
純
粋
直
豊
の
洗
練
さ
れ
た
】
δ
馨
α
Q
霊
霧
尾
巴
貯
日
は
論
理
的
到
噺
の
塞
だ
る
竃
ぎ
－

　
σ
Ω
穏
撃
冒
㊦
象
二
琶
の
具
騰
醜
根
元
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
フ
ィ
ヒ
．
テ
曰
く
号
貯
Φ
営
ご
霧
Φ

　
月
讐
σ
Q
冨
津
』
δ
着
隔
虫
籠
ψ
≧
馨
＝
9
（
讐
幽
幽
丞
〇
三
Φ
。
叢
①
巴
）
＆
落
旦
σ
。
。
算
㈹
。
ぎ
讐
σ
g
姦
。
｝
二
墓
鐸
融
Φ
下
戸
諺
黛

渉
髭
隔
尾
。
甘
げ
。
Ω
巴
房
轄
掛
び
零
幽
昌
器
げ
営
ω
8
財
痩
猿
◎
犀
0
9
Φ
｝
る
銭
Φ
目
舞
両
α
q
巨
詳
Φ
9
馨
Φ
崔
賃
塞
堕
鐸
跨
げ
。
ぽ
σ
q
o
3
翁
る
Ω
H
畠
』
）
鐸

　
≦
髪
。
・
廿
8
冨
。
旧
二
β
山
㊦
貯
Φ
旨
U
Φ
言
霊
釦
Φ
営
鍵
ω
亀
）
業
晒
財
夏
毛
話
。
。
r
ぎ
働
二
塁
塁
ω
9
び
馨
ゲ
零
話
。
9
帥
ω
Φ
貯
9
賃
毒
鎚
軸
窪
蕊

　
塵
彗
崔
Φ
ぎ
起
9
ヒ
d
①
≦
器
雲
工
Φ
営
富
ロ
Φ
。
。
U
Φ
爵
。
塁
・
≧
。
・
o
曾
ω
ω
包
ぴ
ω
夢
Φ
≦
嶺
ω
ε
①
繭
爵
蓉
言
巳
露
巴
σ
叩
春
色
〇
出
冒
ヨ
蓉
留
三
甲
，

　
O
芽
塁
暮
鳥
○
蕊
①
。
穿
霊
歪
嵩
Φ
尋
Φ
諺
ぎ
プ
奉
憲
一
μ
叫
σ
Q
げ
毒
釦
呂
。
・
9
暮
暮
炉
2
曾
鈴
。
ど
と
。
　
此
の
如
き
毒
昆
簿
？

　
誓
ヨ
．
＄
弱
Φ
≦
基
ω
富
①
貯
が
フ
ィ
ヒ
テ
も
云
ム
如
く
眞
の
四
聖
畠
二
野
σ
Q
で
あ
っ
て
、
此
腱
に
作
用
自
身
の
直

　
接
の
結
合
が
あ
る
、
の
葛
馨
虚
夢
憂
簿
か
ら
b
げ
｛
自
室
簿
へ
の
推
移
が
あ
る
、
物
膿
血
か
ら
精
紳
的
，
へ
の
推

　
移
が
．
あ
る
。
是
に
湿
て
鴫
つ
の
斎
宮
を
翻
っ
て
見
る
反
省
作
用
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
、
肯
定

魏
の
裡
饗
否
定
を
含
み
一
つ
の
肯
定
作
溺
を
翻
つ
苦
る
喜
嘔
・
二
一
・
匙
ぎ
の
立
話
は
㌘

　
　
　
　
　
輕
瞼
内
容
の
種
々
な
る
喩
難
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
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六

心
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
知
識
の
客
観
性
と
い
ふ
の
は
抽
象
．
的
立
揚
か
ら
そ
の
根
元
だ
る
具

1

　
騰
的
昂
揚
に
進
む
乙
と
で
あ
る
、
軍
な
る
作
肘
の
立
揚
か
ら
作
用
と
作
用
と
の
結
合
の
立
揚
に
進

　
む
こ
と
で
あ
る
。
此
故
に
数
理
の
世
界
は
論
理
の
世
界
に
熱
し
て
一
種
の
客
親
的
實
在
界
と
な

　
る
の
で
あ
る
。
数
理
の
世
界
と
は
粗
な
る
抽
象
作
用
帥
ち
否
定
的
意
志
の
上
に
立
つ
封
象
界
で

　
あ
る
。
露
な
る
抽
象
的
作
用
即
ち
否
定
的
意
志
は
叉
そ
れ
自
身
に
於
て
内
面
的
統
一
を
有
す
る

　
無
限
な
る
作
用
と
し
て
一
種
の
封
象
界
を
有
つ
、
此
甥
象
界
が
病
理
の
如
き
純
な
る
抽
象
的
眞
理

　
の
世
界
、
帥
ち
永
久
眞
理
の
世
界
と
な
る
で
あ
る
。
我
々
の
純
な
る
理
性
と
い
ぶ
の
は
抽
象
的
自

・
由
意
志
と
そ
の
本
質
を
一
に
し
て
居
惹
と
考
へ
る
こ
と
が
で
塾
る
、
共
に
す
べ
て
の
特
殊
な
る
輝

　
験
内
容
を
否
定
し
て
一
つ
の
中
心
に
結
合
す
る
可
能
性
を
表
す
の
で
あ
る
、
共
に
純
宏
る
作
用
と

　
作
用
と
の
結
合
で
あ
る
。
　
フ
、
ヒ
テ
の
所
謂
己
自
身
の
申
に
行
く
内
面
的
作
用
即
ち
田
島
が
爾
者

　
の
本
質
で
あ
る
。
作
用
よ
う
直
に
作
用
に
移
ム
行
く
理
性
の
内
面
角
必
然
の
威
は
即
ち
一
面
に

　
於
て
意
志
薗
由
の
威
で
あ
る
、
理
性
と
自
由
意
志
と
は
一
つ
の
作
用
の
爾
面
と
灘
云
び
得
る
で
あ

　
ら
う
。
す
べ
て
の
経
験
の
否
定
的
統
一
は
如
佃
な
る
経
験
内
容
を
・
竜
離
れ
得
る
可
能
性
を
意
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
す
る
織
に
於
て
．
知
識
の
抽
象
的
作
用
で
あ
う
、
如
侮
な
る
細
書
内
容
を
竜
超
越
し
て
肩
由
に
之
を
．

　
綜
合
し
得
る
と
い
ふ
織
に
而
て
、
肖
由
意
志
で
あ
る
。
全
膣
の
反
省
な
る
意
志
は
一
方
に
於
て
す



’

　
べ
て
の
範
疇
を
超
越
す
る
・
創
造
的
意
志
で
あ
る
。
道
徳
的
自
由
意
志
が
直
に
理
性
を
内
容
と
す

　
る
理
性
的
意
志
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
之
に
よ
る
の
で
あ
る
。
視
畳
が
色
を
以
て
其
内
容
と
す
る

　
様
に
、
思
惟
は
純
な
る
認
識
劉
象
を
以
て
内
容
と
し
て
居
る
。
親
畳
は
無
限
な
る
色
の
瀾
係
を
そ

　
．
の
封
象
界
と
す
る
如
く
、
愚
惟
は
永
久
興
理
の
世
界
を
象
皮
象
界
と
し
て
居
る
。
而
し
て
純
粋
覗

　
畳
が
藝
術
的
動
作
と
し
て
現
れ
る
如
く
思
惟
は
意
志
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
純
粋
思
惟
の
野
畑
界
塗
る
永
久
争
覇
ば
右
の
如
き
も
の
と
し
て
、
個
物
面
識
理
と
か
個
性
的
翼

　
理
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
普
瓶
に
思
盤
の
面
容
は
一
般
的
で
あ
っ
て
、
競
聴

　
の
脛
瞼
は
特
殊
的
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
。
併
し
各
嘗
に
固
有
な
る
感
遮
蔽
基
礎
の
上
に
立
つ

　
藝
術
竜
或
一
語
の
人
々
の
考
へ
る
如
く
全
然
無
内
容
で
は
な
い
、
箪
に
無
内
容
な
る
藝
術
は
遊
戯

　
に
堕
す
る
外
は
な
い
。
藝
術
の
内
容
は
概
念
的
思
想
に
あ
ら
ざ
る
ぼ
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
各
の

　
藝
術
は
各
の
藝
術
に
固
有
な
る
内
容
を
有
つ
、
そ
の
威
畳
的
要
素
と
離
す
べ
か
ら
ざ
る
意
味
の
内

　
容
を
有
つ
、
他
に
よ
っ
て
翻
課
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
昧
内
容
．
を
有
っ
て
居
る
。
此
の
如
き
各

　
融
融
に
固
有
な
る
剛
日
お
ぼ
銭
ぎ
昏
。
蓄
｝
各
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
。
か
＼
る
藝
術
的
内
容
と

　
は
我
々
の
競
畳
や
聴
畳
の
作
用
が
人
格
的
作
用
と
し
て
直
に
画
面
鰹
と
結
合
す
る
所
に
現
れ
る

㎜
の
で
あ
る
、
即
ち
人
劇
的
統
一
の
一
部
分
と
な
る
所
に
現
れ
る
の
で
あ
る
・
若
し
斯
く
云
ひ
得
る

　
　
　
　
　
羅
験
内
容
の
毬
々
な
る
漣
綾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

9
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四
八

脇
な
ら
ば
．
反
省
的
思
惟
が
全
経
験
を
爲
し
全
鉛
毒
を
表
は
し
得
る
如
く
、
視
畳
も
聴
感
も
全
維
験
を

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
表
象
し
得
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
此
意
味
に
於
て
前
者
を
一
般
的
と
い
ふ
こ
と

　
が
で
き
れ
ば
後
者
竜
一
般
的
と
い
ム
こ
と
が
で
き
る
。
　
知
識
的
表
象
は
経
駿
を
そ
の
儘
に
爲
す

　
と
い
ふ
も
．
＜
o
遷
伸
Φ
躍
毒
σ
q
と
O
Q
o
匿
Φ
．
、
は
輝
く
の
で
は
な
い
、
藝
術
が
各
自
淀
特
有
な
言
語
を
以
て
他
を

　
表
現
す
る
如
く
馬
思
想
も
そ
の
特
有
な
る
言
語
を
以
て
他
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
今
観
畳
と
思

　
惟
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
親
畳
の
封
象
論
前
世
界
は
純
粋
思
惟
の
封
象
界
に
當
ウ
、
此
等
の
封
象

　
界
は
そ
れ
膚
身
に
於
て
は
永
久
不
憂
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
此
等
の
眞
理
が
現
量
と
な
る
場
合
に
ぽ

　
人
格
的
要
素
の
混
入
を
脱
す
る
乙
と
は
で
き
織
。
人
格
的
要
．
素
の
混
入
と
い
ム
こ
と
も
種
々
の

　
江
島
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
藝
術
的
要
素
と
し
て
色
の
経
験
の
申
に
含
ま
れ
る
人

　
格
的
内
容
と
い
ふ
の
は
、
翠
に
主
観
的
作
用
の
特
徴
と
い
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
封
象
其
物

　
の
本
質
を
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
此
場
合
色
其
物
は
塑
っ
て
一
種
の
表
現
手
段
と
な
る
の
で
あ

　
る
。
帥
ち
純
視
感
的
経
瞼
内
容
に
就
い
て
野
象
論
的
の
も
の
と
藝
術
的
の
も
の
と
を
分
つ
こ
と

　
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
翻
っ
て
思
惟
襟
験
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
と
、
純
な
る
思
惟
の
内
容
は
色

　
の
…
白
面
論
的
内
容
に
當
う
、
藝
術
的
内
容
に
當
る
竜
の
は
カ
ン
ト
が
く
二
面
師
已
畠
霧
ご
Φ
σ
Q
二
亀
σ
＋
宅
題
ξ
㌣

　
爬
、
鐸
、
d
ご
鍋
　
よ
う
成
る
と
炉
ム
所
謂
皇
女
界
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
謂
経
燈
堺
と
は
人
絡



　
的
統
義
の
勢
象
界
で
あ
る
。
膏
親
畳
作
用
が
軍
に
そ
れ
自
身
と
し
て
考
へ
ら
れ
凍
い
で
、
作
用
の
統

　
　
舶
π
る
古
格
の
一
作
用
と
し
て
具
幽
幽
全
訳
の
一
部
分
と
な
っ
た
時
、
そ
れ
が
照
影
的
作
用
と
し

　
て
藝
術
的
内
容
を
や
ど
す
如
く
、
思
惟
作
用
が
輩
に
抽
象
的
思
惟
作
用
と
し
て
で
は
な
’
＼
人
格
的

　
」
作
用
と
し
て
考
へ
ら
れ
π
時
、
経
験
的
知
識
が
成
立
す
る
。
．
o
Q
Φ
ぽ
琶
四
二
N
。
騨
、
．
は
此
の
如
く
思
惟

　
の
孤
立
的
立
場
を
否
定
し
て
人
格
的
野
帰
に
移
る
具
禮
的
賞
揚
の
第
一
歩
で
あ
る
。
此
の
如
き

　
方
向
を
進
ん
で
愚
惟
が
全
人
格
の
統
鴎
と
結
合
し
た
時
、
全
人
格
的
脛
験
の
内
容
を
寓
す
こ
と
㌧

　
な
る
．
帥
ち
所
謂
纒
験
界
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
経
四
界
と
は
思
惟
の
立
場
に
於
て
全
脛
験
爲

　
し
π
も
の
で
あ
る
。
或
一
つ
の
膿
系
が
他
を
寓
し
他
を
表
象
す
る
に
は
、
二
つ
の
，
膿
系
が
一
つ
の

　
尊
貴
に
於
て
内
面
的
に
結
合
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
調
。
無
限
の
モ
ナ
ッ
ド
は
紳
の
瓢
⑩
鎚
。
菰
犀
庁
。
に
統

　
一
せ
ら
れ
て
、
互
に
相
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
作
用
の
作
用
た
る
人
格
的
統
鳳
の

　
上
に
立
つ
精
聯
活
動
に
し
て
、
は
じ
め
て
部
分
の
中
に
全
判
を
藏
し
其
一
が
他
を
表
象
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
表
象
と
か
概
念
と
か
い
ふ
の
、
は
純
樺
思
惟
の
立
場
に
立
っ
て
全

　
群
馬
内
容
を
寓
す
手
段
で
あ
る
。
す
べ
て
或
一
つ
の
作
用
の
立
揚
か
ら
他
を
表
象
す
る
に
は
、
そ

　
れ
．
自
身
に
特
有
な
・
二
言
語
が
な
け
れ
ば
な
ら
瞭
。
　
ロ
ダ
ン
は
物
膿
が
準
面
の
集
合
よ
ウ
成
立
す

㈱
る
乙
と
を
編
出
し
だ
と
云
ふ
の
は
藝
術
家
肖
身
の
純
な
る
言
語
を
見
出
し
詑
の
で
あ
る
・
藝
術

　
　
　
　
　
経
験
内
容
の
種
凌
な
る
連
綾
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
九



　
　
　
　
　
替
・
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
…
　
・
†
　
六
紬
鱗
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

郷
象
は
學
煮
が
概
念
の
世
界
を
有
つ
如
く
色
や
形
の
世
界
を
有
づ
藝
術
家
の
テ
ク
・
ニ
ク
は
學
者
の

叩
4　

・
論
理
に
相
潤
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
藝
術
的
姿
勢
の
申
に
個
性
を
含
み
人
格
的
要
素
を
含
む

　
と
嚢
ふ
も
、
直
接
に
芸
術
の
封
象
と
な
う
内
容
と
な
る
竜
の
は
純
な
る
藝
術
の
語
に
よ
っ
て
爲
さ

　
れ
要
る
客
観
的
世
界
で
あ
る
。
例
へ
ば
印
象
涙
の
入
団
が
表
さ
う
と
し
だ
如
き
臣
。
ぽ
彦
謎
。
・
①
の
世

　
堺
で
あ
る
、
ゴ
ッ
ホ
の
表
し
π
如
き
a
、
β
暫
旨
凶
ω
畠
Φ
峯
ど
周
び
Φ
の
世
界
で
あ
る
。
斯
く
藝
術
が
概
念
の
束
縛

　
を
離
れ
て
そ
れ
二
身
の
立
揚
に
立
つ
時
、
即
ち
人
格
的
統
一
の
上
に
立
つ
時
、
そ
の
封
象
界
は
人
格

　
的
墓
礎
を
有
し
個
性
を
表
す
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。
學
問
的
翼
理
は
純
客
観
的
に
し
て
何
等

　
の
指
貫
的
要
素
を
含
ま
な
い
様
で
あ
る
が
、
客
観
的
眞
理
が
深
け
れ
ば
深
い
程
、
學
者
の
個
性
を
表

　
す
と
同
様
で
あ
る
。
此
方
面
に
於
て
絡
て
の
藝
術
が
唄
に
向
ふ
の
み
な
ら
ず
、
學
問
と
藝
術
と
も

　
結
合
す
る
乙
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
豊
隆
8
M
層
簿
窪
が
≧
冴
害
8
u
ω
夢
ロ
戴
暫
蓄
鳳
奉
ω
8
毛
母
衛
の
夢
⑦
。
8
籍

　
謬
．
8
竃
逸
出
。
。
δ
と
い
ふ
に
も
眞
理
が
な
い
と
は
云
は
れ
な
い
。
此
意
昧
に
於
て
六
書
の
中
に
就
て

　
吾
樂
の
地
位
，
に
盛
る
竜
の
を
求
め
る
な
ら
ば
哲
學
で
あ
ら
う
と
思
ふ
コ
嘗
て
レ
。
シ
ン
グ
が
論
じ

　
泥
如
く
各
藝
術
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
有
し
、
甘
。
8
ビ
無
給
鎚
冨
と
彰
蕊
オ
巳
魯
霧
B
と
は
互
に
相
異

　
煮
る
に
も
せ
よ
、
給
湿
に
音
樂
的
な
も
の
も
あ
う
、
詩
や
玉
章
に
絡
書
的
な
る
竜
の
竜
あ
る
。
藝
術

　
は
二
手
に
特
有
な
る
威
畳
的
要
素
の
異
な
る
に
從
っ
て
．
他
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
特



　
琶
を
有
す
る
と
共
に
、
一
方
に
於
て
綜
合
的
統
一
の
意
義
を
有
す
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
種
々
の
學
問
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
坪
に
於
て
各
自
落
馬
の
眞
理
を
有
し
、
各
そ
の
分
化
的
方
向
に
逡
内

　
靭
と
共
に
、
一
方
に
於
て
綜
合
的
統
一
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
個
々
の
學
問
の
櫨
っ
て

　
立
つ
所
の
ア
プ
リ
オ
リ
を
反
省
し
之
を
綜
合
統
一
す
る
も
の
は
哲
學
で
あ
る
。
馬
蝉
に
於
て
藝

　
徳
と
哲
學
と
の
玉
野
が
あ
る
。
早
帰
韻
書
問
竜
各
そ
の
特
有
な
る
言
語
に
よ
っ
て
客
観
界
を
表

　
象
す
る
と
共
に
、
輔
方
に
於
て
人
格
的
内
容
を
含
み
個
性
を
表
現
し
て
居
る
。
絡
叢
は
色
や
形
に

　
ょ
つ
て
、
書
樂
は
昔
に
よ
つ
エ
學
問
は
概
念
に
よ
っ
て
客
観
界
を
表
象
す
る
と
共
に
人
格
葡
杓
容

　
を
含
歎
の
で
あ
る
。

　
・
右
に
述
べ
だ
如
く
我
々
は
藝
術
の
内
容
に
鞭
て
竜
、
知
識
の
内
容
に
就
て
竜
並
行
的
に
単
三
の

　
こ
と
が
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
色
の
封
象
論
的
証
係
は
論
理
、
心
理
の
知
識
に
當
ウ
、
色
や
形
の
結

　
合
か
ち
成
る
雪
吊
の
鋤
象
界
は
我
々
の
所
謂
輕
験
界
に
至
る
。
光
や
色
の
言
語
に
よ
っ
て
腐
さ

　
れ
灌
経
験
界
が
藝
術
の
甥
象
界
で
あ
う
、
概
念
の
言
語
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
だ
脛
験
界
が
所
謂
経
験

　
界
で
あ
る
。
藝
術
の
世
界
は
光
る
、
色
の
無
限
な
る
結
合
の
世
界
で
あ
6
汽
脛
験
界
と
な
概
念
の
無

　
限
な
る
結
合
の
世
界
で
あ
る
。
是
に
於
，
て
色
や
光
は
軍
な
る
意
味
で
は
な
く
し
て
覗
麗
作
用
と

塒
な
桑
概
念
竜
軍
な
る
意
味
で
は
准
く
し
て
認
識
作
用
と
な
る
、
即
ち
共
に
人
桁
の
一
作
用
と
な
る

　
　
　
　
　
第
一
瞼
’
内
容
の
種
々
な
る
輪
迎
坤
齪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
蔵
一
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四
二
　
　
　
　
　
与

鵬
之
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
客
親
魂
を
得
る
の
で
あ
る
。
・
藝
術
界
は
翠
に
主
観
的
と
考
へ
・
ら
れ
、
経
瞼

1

　
界
は
客
槻
葡
と
考
へ
ら
れ
る
瑛
算
術
家
竜
二
等
の
聞
に
互
に
論
議
す
べ
き
一
つ
の
客
観
界
を
有

　
す
る
の
“
で
あ
る
。
h
我
々
は
忽
惟
の
範
疇
に
よ
っ
て
経
験
を
統
一
す
る
如
く
、
評
家
は
覗
畳
の
範
薦

　
に
よ
っ
て
此
の
世
界
を
色
や
光
の
統
一
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。
経
験
界
の
知
識
と
い
ふ
瞑
色

　
色
に
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
基
於
る
竜
の
は
事
實
の
眞
理
で
あ
る
。
鷺
然
法
と
は
此
等

　
の
事
實
を
基
礎
と
し
て
一
般
化
し
だ
竜
の
で
あ
る
。
事
實
の
知
識
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る

　
か
旨
或
噌
つ
の
出
家
事
を
唯
一
の
專
實
と
し
て
知
る
と
い
ふ
に
は
、
之
を
時
問
丸
問
の
上
に
限
定

　
せ
ら
れ
π
竜
の
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
斯
く
限
定
せ
ら
る
＼
と
い
ふ
こ
と
は
此

　
物
が
他
と
無
限
の
關
係
に
於
て
立
つ
こ
と
を
意
味
し
て
居
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
一
織
が
他
と

　
無
限
の
關
係
に
於
て
立
つ
と
い
ふ
に
は
二
様
の
考
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
つ
は
虚
日
織
が

　
三
諦
系
の
一
顯
と
し
て
他
か
ら
無
限
の
關
係
に
顧
て
定
め
ら
れ
る
と
い
ぷ
こ
と
で
あ
ム
、
一
つ
は

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
輩
子
に
於
て
の
如
く
自
己
自
身
の
中
に
於
て
無
限
に
他
を
表
象
す
る
事
で
あ
る
。

　
前
の
意
義
に
於
て
は
軍
に
個
事
と
な
う
、
後
の
意
義
に
湿
て
は
個
膣
と
な
る
。
前
の
意
義
に
於
て

　
は
統
一
の
面
罵
が
唯
↓
の
個
膿
と
な
ウ
、
他
は
そ
の
徳
論
と
な
る
。
此
の
如
き
統
M
が
徹
底
的
と
・

　
な
る
時
、
異
質
性
を
否
定
し
て
同
質
的
と
な
う
、
此
傾
向
を
進
ん
だ
菟
の
が
物
理
釣
世
界
で
あ
る
。



　
後
の
意
義
に
於
て
は
、
之
に
反
し
言
分
の
　
々
が
偲
膿
と
盛
る
と
共
に
、
忌
中
に
他
と
の
無
限
の
腸

　
係
を
含
ん
で
居
な
け
れ
．
ば
な
ら
綴
、
帥
ち
他
の
総
て
を
表
象
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
霞
。
　
蒲

　
し
て
此
の
如
き
前
室
を
有
す
る
の
は
精
血
的
な
る
も
の
に
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
自
然
科
學
的
統
一
に
於
て
は
異
質
性
が
同
質
性
欠
遽
擬
せ
ら
れ
、
量
的
に
統
一
せ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
る
が
、
意
識
的
統
叫
に
於
て
は
異
質
的
な
も
の
が
そ
れ
自
身
の
霧
在
性
を
有
し
、
質
的
に
統
一
せ
ら

　
れ
る
の
で
あ
る
。
質
的
に
統
一
せ
ら
れ
る
と
は
内
面
的
三
下
の
統
一
と
し
て
統
一
せ
ら
れ
る
と

　
い
ふ
乙
と
で
あ
う
、
海
し
て
ラ
イ
ブ
う
ヅ
の
モ
ナ
ッ
ド
ジ
ィ
蓄
に
於
て
の
如
く
無
限
な
る
モ
ナ
ッ
ド
は
聯

　
の
意
志
の
決
定
に
よ
っ
て
物
定
調
和
の
下
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
」
が
無
限
に
他

　
を
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
或
意
識
現
象
が
個
性
を
有
す
る
と
い
ふ
こ
と

　
麟
、
己
が
人
格
を
表
現
す
る
ζ
と
に
よ
つ
て
、
他
を
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
從
っ
て
他
と
無
限
の
關

　
係
に
鞭
て
己
が
個
性
を
維
持
す
る
の
で
あ
6
。
　
O
o
o
屋
ぎ
。
・
尻
鞘
①
岸
の
考
の
如
く
我
々
は
聯
を
難
じ

　
℃
の
み
心
と
物
と
を
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
嚴
密
に
考
へ
れ
ば
反
省
共
物
を
禽
己
の
中
に

　
含
む
眞
に
具
禮
的
な
る
我
々
の
精
淋
は
軍
な
る
モ
ナ
ッ
ド
で
は
な
い
、
モ
ナ
ッ
ド
は
胃
弱
へ
ら
れ
π

　
精
査
で
あ
っ
て
、
考
へ
る
精
憩
で
は
な
い
。
　
我
々
の
自
己
の
底
に
自
己
其
も
の
を
・
竜
否
定
し
得
る

㎜・

ｰ
野
意
志
が
あ
る
・
我
々
は
診
れ
に
よ
つ
て
他
の
精
聯
と
結
合
レ
物
磁
界
と
結
合
す
る
㌔
と
が

　
　
　
　
　
隷
㎝
瞼
内
容
の
種
々
な
る
灘
㎜
鰯
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
　

，



江s20

　
　
　
　
哲
　
　
愚
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
、
十
　
六
紬
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
で
き
る
め
で
あ
る
。
マ
ル
ブ
グ
ン
シ
ュ
の
θ
δ
＝
①
ω
『
尊
審
（
鞍
。
搾
Φ
E
①
二
二
巳
、
四
口
＄
ゆ
旨
①
。
。
唱
三
舞
鷲
①
器
宕
Φ
』
①

、
・
。
。
巨
富
8
唱
①
客
員
［
δ
9
．
鴇
里
，
剛
2
川
⑦
包
鍵
Φ
u
・
嘗
需
ム
！
ご
9
Φ
ρ
奉
剛
Φ
砿
＄
鵠
8
器
9
け
ゆ
㊦
口
§
需
髪
、
多
雪
自
Φ
。
。

9
壱
。
。
と
い
ム
語
に
深
い
意
味
が
あ
る
と
思
ぶ
。
即
ち
部
分
の
申
に
全
膿
を
含
む
個
物
的
限
定
に

於
て
も
二
様
に
考
へ
る
こ
と
が
で
き
、
一
つ
ば
δ
鷲
①
。
。
Φ
艮
Φ
。
。
酔
α
q
8
。
・
山
巴
、
奨
Φ
旨
9
。
ぎ
お
郷
曾
も
瀞
ω
緻
と

い
ム
様
に
縫
の
限
定
帥
ち
時
間
上
の
限
、
定
で
あ
う
、
一
つ
は
一
．
冨
毒
。
巳
Φ
唱
足
無
雨
露
と
い
ム
や
5
に

紳
の
意
志
に
於
て
の
限
定
で
あ
る
．
郎
ち
横
の
限
定
、
室
聞
的
限
定
で
あ
る
。
露
な
る
縦
の
限
定
に

よ
る
竜
の
は
我
々
の
個
人
的
意
識
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
唯
心
論
は
此
の
上
に
成
立
す
る

の
で
あ
る
が
、
我
々
が
紳
の
意
志
の
上
に
立
つ
と
き
、
我
々
は
物
と
心
と
の
統
一
の
上
、
帥
ち
圭
客
合

一
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
。
我
の
現
在
の
意
識
は
無
限
に
他
を
表
象
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
，
心
は

即
ち
物
、
物
は
即
ち
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
軍
な
る
物
膿
界
と
い
ふ
の
は
紳
の
呼
野
否
定
の
一
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

に
、
過
ぎ
な
い
、
紳
は
絶
野
の
否
定
と
興
に
絶
封
の
肯
定
で
あ
る
。
元
來
憩
の
本
質
は
絶
甥
の
愛
で

．
あ
る
、
愛
は
す
べ
て
の
人
の
人
格
を
統
一
す
る
と
共
に
す
べ
て
の
人
格
を
上
す
る
の
で
あ
る
。
　
他

の
人
格
を
敬
す
れ
ば
敬
す
る
ほ
ど
眞
に
自
他
合
一
の
愛
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
、
愛
は
8
注
。
峯
①
㌣

酔
昼
○
醤
。
・
・
ぎ
箋
ご
で
あ
る
。
　
一
般
的
な
る
も
の
と
特
殊
的
な
る
竜
の
と
の
眞
の
結
合
は
愛
に
於
て

め
み
可
能
で
あ
る
。
翼
の
豫
定
調
和
は
赫
の
絶
甥
の
愛
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
漁
。
我
々
は
藝



　
術
的
意
識
に
於
て
此
統
一
に
接
回
す
る
の
で
あ
る
。

　
．
右
の
如
き
考
を
墓
ど
し
て
更
に
科
學
的
内
容
と
蚕
齢
的
内
容
を
比
較
し
て
見
よ
う
。
す
べ
て

　
の
経
験
内
容
を
杏
定
的
に
統
一
す
る
絶
甥
意
志
の
作
用
が
思
惟
で
あ
る
。
他
の
内
容
を
排
す
る

　
否
定
的
統
一
は
却
っ
て
他
よ
り
排
せ
ら
れ
る
一
作
用
と
し
て
、
他
の
作
用
と
同
じ
く
そ
れ
自
身
に

　
特
殊
な
る
勤
象
界
を
有
つ
、
論
理
数
理
の
世
界
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
織
に
湿
て
思
惟
は
視
畳
や
聴

　
畳
と
同
じ
く
、
人
格
の
一
作
用
に
過
ぎ
な
い
、
唯
．
患
惟
の
内
容
が
他
に
比
し
て
．
一
般
的
で
あ
⑤
と

　
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
色
の
経
験
、
昔
の
経
由
の
申
に
於
て
も
特
殊
と
一
般
と
を
匠
別
・

　
す
る
こ
と
が
で
全
る
。
色
に
は
種
々
の
性
質
が
あ
ウ
種
々
の
色
合
が
あ
る
の
み
な
・
ら
ず
、
具
騰
的

　
戚
、
豊
は
光
度
を
有
し
飽
和
度
を
有
し
て
居
る
。
色
の
一
般
概
念
と
は
此
等
の
作
用
の
統
一
作
用

　
の
性
質
で
あ
る
、
恰
竜
全
人
格
の
統
一
作
用
の
内
容
と
し
て
思
惟
の
内
容
が
考
へ
ら
れ
る
と
同
様

　
で
あ
る
。
　
一
般
的
と
い
ぶ
の
は
．
統
一
作
用
の
性
質
で
あ
る
。
思
惟
作
用
が
否
定
的
統
一
か
ら
肯

　
定
的
統
一
に
移
る
時
、
帥
ち
我
々
が
人
格
の
転
載
的
統
一
の
立
塩
に
立
つ
時
、
そ
の
内
容
と
し
て
所

　
謂
経
験
界
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
経
鹸
界
は
相
反
せ
る
雨
方
向
に
分
れ
そ

　
の
間
に
種
々
の
階
級
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
否
定
的
統
一
の
方
向
に
當
る
も
の
が
所
謂
自
，
・

騒
然
隠
男
的
知
識
と
な
う
、
そ
の
肯
定
的
方
向
に
進
む
に
從
ひ
（
心
理
的
と
な
軌
鳥
総
的
と
な
る
。
経

　
　
　
　
　
経
験
内
容
の
種
々
な
る
灘
㌣
縛
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
証
・



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
十
・
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

繊
験
科
學
的
知
識
は
そ
の
一
般
的
統
一
の
方
向
R
予
て
は
自
然
暦
學
と
な
う
、
そ
の
個
膣
的
統
一
の

　
方
向
に
撃
て
は
歴
史
と
な
る
、
藝
術
的
内
容
と
い
ふ
の
は
此
等
の
経
験
単
蹄
的
内
容
と
異
な
ウ
、
観

　
畳
と
か
聴
畳
と
か
い
ふ
如
き
部
分
酌
な
る
作
用
が
絶
野
意
志
の
否
定
的
続
一
箪
ち
思
惟
作
用
の

．
支
配
を
脱
し
て
、
関
西
格
の
統
一
を
表
現
し
ょ
5
之
す
る
所
侭
現
る
の
て
あ
る
。
親
畳
と
か
聴
畳

　
と
か
い
ふ
竜
．
の
は
人
格
の
一
作
用
と
し
て
愚
惟
と
同
じ
く
そ
れ
自
身
の
抽
象
的
内
容
帥
ち
色
や

　
晋
の
封
象
論
的
世
界
を
有
つ
の
で
あ
る
が
、
思
惟
の
立
揚
か
ら
壼
人
格
の
内
容
を
表
現
し
て
経
験

　
界
を
生
ず
る
如
く
、
覗
畳
や
聴
’
畳
の
築
紫
か
ら
全
入
格
を
表
現
す
る
時
、
藝
術
の
世
界
が
生
れ
る
の

　
で
あ
る
。
藝
術
の
世
界
は
科
學
の
世
界
と
同
じ
く
人
毎
的
統
一
の
上
に
立
つ
具
艦
的
世
界
で
あ

　
る
。
　
書
家
が
或
形
を
見
、
軍
靴
家
が
或
吾
を
聞
く
の
は
、
科
聖
者
が
母
物
を
考
へ
る
如
く
、
弘
誓
的
實

　
在
と
し
て
之
を
見
、
之
を
聴
く
の
で
あ
る
。
唯
そ
の
内
容
が
有
限
で
部
分
的
で
あ
る
だ
け
、
思
惟
の

　
繰
合
に
於
て
の
如
く
一
般
的
に
自
由
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
之
が
爲
に
弓
術
の
内

　
容
は
無
限
な
る
人
格
の
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
或
一
つ
の

　
翻
心
の
世
界
は
そ
の
具
禮
性
に
於
て
は
知
識
全
面
の
世
界
と
同
じ
で
あ
る
、
即
ち
我
々
の
所
謂
輕

　
験
界
の
全
品
と
そ
の
性
質
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
普
通
に
知
識
は
一
，
般
的
で
あ
ム
藝
術
は

　
特
殊
的
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
所
謂
一
般
的
知
識
と
い
ふ
の
は
知
識
の
一
面
で
あ
っ
て
そ
の
全
膿
で



　
　
は
な
い
。
　
知
識
の
一
面
は
歴
更
に
於
て
見
る
如
く
個
性
飽
で
あ
る
。
我
々
の
経
験
界
即
ち
知
識

　
　
の
世
界
は
自
然
科
學
プ
ラ
ス
歴
更
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
認
識
の
野
壷
π
る
還
郷
的
實
在
は
一

　
　
般
的
な
る
と
共
に
特
殊
的
で
あ
る
。
面
し
て
此
爾
方
面
を
統
一
す
る
綜
合
的
知
識
の
立
騒
が
哲

　
學
の
立
揚
で
あ
る
か
ら
、
前
に
云
っ
た
如
く
哲
學
的
知
識
内
容
は
藝
術
的
内
容
に
相
空
し
、
哲
學
者

　
の
世
界
観
は
直
に
心
術
の
内
容
と
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
ク
イ
の
云
ふ
如
く
哲
學
、
藝
術
、
宗

　
教
は
同
一
の
根
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
の
藝
術
は
各
自
の
威
畳

　
白
磁
．
素
に
特
有
な
る
内
容
を
有
っ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
ぺ
；
細
口
の
港
の
様
に
藝
術
は
嚇
に

　
傾
く
と
い
ふ
に
も
翼
理
が
幽
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
．
此
の
如
き
共
同
の
内
容
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
認

　
識
甥
象
で
は
な
く
し
て
威
倍
的
内
容
で
あ
る
、
此
の
如
き
感
惰
的
内
容
に
於
て
藝
術
は
哲
學
と
抱

　
合
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
作
用
と
作
用
と
の
無
限
な
る
結
合
作
用
即
ち
用
器
三
聖
①
の
鋼
象
界
が

　
純
な
る
至
情
の
量
界
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
藝
術
と
哲
學
と
は
想
像
の
封
象
界
に
於
て
結
合
す
る
と

　
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
、
即
ち
想
像
作
用
が
磁
心
の
根
栂
を
成
す
と
考
へ
る
乙
と
が
で
き
る
。
唯
藝

　
術
は
そ
の
内
容
の
荻
小
な
る
だ
け
直
観
的
統
一
に
傾
き
、
血
忌
は
そ
の
内
容
が
包
心
的
で
あ
る
だ

　
け
之
に
反
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
格
の
中
心
尤
る
思
惟
の
立
面
に
於
て
徹
底
的
統

劒
「
に
到
ら
ん
と
す
る
縛
鮮
肉
は
道
徳
的
意
志
の
立
揚
に
立
た
ね
ば
な
ら
諏
庇
立
，
揚
に
於
て
眞
「
に

　
　
　
　
　
纏
臨
脚
内
容
の
縣
幌
々
な
る
蓮
鮎
獣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
掃
替
　
　
攣
　
　
卿
瞬
　
究
　
　
　
餓
〃
三
　
十
　
山
ハ
曲
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
「

曝
　
内
外
の
統
一
を
見
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
恰
竜
純
粋
知
己
の
表
出
蓮
動
が
藝
術
的
動
作
と

一

　
し
て
現
れ
る
如
く
、
哲
學
的
思
索
の
表
出
作
用
は
道
徳
的
行
爲
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
此
意

　
味
に
於
て
道
徳
的
行
爲
は
哲
學
的
思
想
の
象
徴
で
あ
る
。
我
々
は
遣
徳
続
行
爲
に
於
て
匿
蓉
Φ
話
δ

　
と
6
c
σ
Q
一
門
庁
δ
．
と
の
爾
鵬
性
を
統
一
し
て
、
絶
海
無
限
な
る
紳
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
・
滋
徳
的
意
識
内
容
は
一
般
的
な
る
と
共
に
特
殊
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
道
徳
試
行
爲
は
一
般

　
と
特
殊
と
の
結
合
織
で
あ
る
。
箪
な
る
哲
堅
雪
は
手
な
き
藝
術
家
の
如
き
も
の
で
あ
る
，
我
々
が

　
道
徳
的
意
志
の
上
に
立
つ
縛
、
豫
定
調
和
を
も
超
越
し
て
内
外
合
一
の
具
禮
的
世
界
を
意
識
す
る

　
も
の
で
あ
る
。
併
し
爽
に
内
外
融
合
し
て
一
々
の
部
分
が
直
に
全
学
を
含
む
絶
麹
意
志
の
立
揚

　
は
宗
敏
の
立
揚
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
臓
。
宗
敏
の
立
揚
に
於
て
眞
に
當
爲
と
存
在
と
が
合

　
　
一
し
、
一
々
の
實
在
は
純
翼
な
る
藝
術
品
と
な
る
。
宗
敏
の
立
揚
は
人
格
の
申
心
に
於
て
帥
ち
絶

　
勤
意
志
に
於
て
の
警
衛
樹
立
揚
で
あ
る
。
哲
學
酌
思
索
と
遣
徳
的
野
爲
と
は
宗
敏
に
於
て
眞
に

　
内
的
結
合
を
得
る
の
で
あ
る
。

懸

我
々
に
最
も
直
接
な
る
具
・
盤
上
経
瞼
即
ち
眞
實
在
は
人
格
的
で
あ
っ
て
、
無
限
な
る
作
用
の
内



　
面
的
結
合
で
あ
る
、
無
限
な
る
作
用
自
身
の
結
合
で
あ
る
。
此
の
如
き
無
限
な
る
作
用
翻
身
の
統

　
繭
の
立
揚
を
余
は
絶
封
．
意
志
の
二
号
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
概
念
的
思
惟
の
立
野
か
ら
考
へ
れ
ば

　
逮
す
べ
か
ら
ざ
る
無
限
織
の
如
き
も
の
で
竜
あ
ら
う
。
紳
秘
哲
學
者
の
考
へ
控
如
く
紳
は
す
べ

　
て
の
範
疇
を
超
越
し
て
居
る
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ね
。
併
し
思
惟
の
立
揚
か
ら
は
斯
く
考
へ
ね
ば

　
な
ら
濃
と
し
て
も
．
直
下
に
は
照
々
自
在
に
し
て
純
単
な
る
此
實
在
に
外
な
ら
な
い
、
之
よ
う
軍
純

　
に
し
て
明
自
な
る
葛
の
は
な
い
．
此
の
如
き
絶
鍬
意
志
の
否
定
的
統
｝
が
理
性
で
あ
っ
て
．
此
作

　
用
は
、
一
方
に
於
て
實
在
の
認
識
作
用
と
な
・
る
と
巽
に
、
一
方
に
鋳
て
尊
母
を
創
造
す
る
道
徳
的
意

　
志
と
な
る
。
道
徳
的
世
界
は
自
然
界
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
自
然
界
は
澄
異
界
の
上
に

　
立
つ
の
で
あ
る
、
知
識
は
意
志
の
後
に
随
う
て
そ
の
跡
を
整
理
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
右
の
如
き
理

　
性
は
我
々
の
人
格
め
申
心
と
し
て
全
人
格
の
統
一
作
用
π
る
と
共
に
、
一
方
に
於
て
軍
な
る
一
人

　
格
的
作
用
と
し
て
そ
れ
自
身
の
抽
象
的
封
象
界
帥
ち
純
な
る
論
理
数
理
の
世
界
を
有
つ
の
で
あ

　
る
が
、
部
分
の
目
的
は
欝
欝
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理
性
が
そ
れ
自
身
の
具
耳
蝉
根
元
に
向
ふ
時
、

　
＜
Φ
曇
匿
創
＋
鶏
塾
旨
9
ヨ
q
目
σ
唾
な
る
カ
ン
ト
の
所
謂
経
験
界
が
現
れ
で
要
る
の
で
あ
る
。
論
漣
藪
理
へ
濁

　
何
と
進
み
來
っ
て
、
所
謂
経
駿
内
容
と
結
合
す
る
に
當
っ
て
、
そ
の
申
間
と
し
て
は
力
學
的
野
象
界

脳
と
い
ふ
如
き
も
の
竜
成
立
す
る
で
あ
ら
う
・
力
學
的
封
象
界
嫉
理
性
が
軍
愈
る
抽
象
的
立
揚
か

　
　
　
　
　
経
瞼
内
容
の
穂
々
な
る
蓮
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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〇

燃
ら
人
絡
の
一
作
用
と
し
て
具
質
的
と
な
る
時
、
帥
ち
動
的
と
な
る
時
、
現
れ
來
る
の
で
あ
ろ
。
理
性

　
が
動
的
意
志
と
な
る
し
と
に
よ
っ
て
、
カ
の
鈎
象
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
頭
ン
ト

　
¢
ヒ
・
下
口
亀
ω
集
。
Φ
三
⇔
翁
鋒
N
Φ
の
封
象
界
は
斯
く
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
理
性
自
身
が
作
・
用
の

　
形
机
を
取
る
と
と
に
よ
つ
て
、
他
の
無
限
な
る
作
用
を
統
一
す
る
形
式
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
で
あ
る
。
幾
何
學
的
に
は
線
と
か
形
と
か
い
つ
だ
竜
の
は
，
力
駕
籠
に
は
す
べ
て
力
の
量
と
な
り

　
方
向
と
次
る
の
で
あ
る
。
範
疇
に
碧
㎞
八
三
N
簿
が
加
は
る
時
、
す
べ
て
が
動
的
と
な
り
、
力
學
的
徴

　
界
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
理
性
そ
れ
自
身
が
動
的
と
な
ウ
即
ち
意
志
と
な
う
．
力
學

　
的
形
式
に
よ
っ
て
全
経
験
を
統
一
す
る
時
、
我
々
の
所
謂
経
験
界
が
成
立
し
、
物
二
二
と
は
此
方
向

　
を
進
ん
だ
竜
の
で
あ
る
。
然
る
に
精
聯
界
と
は
思
惟
の
立
揚
か
ら
逆
に
潜
入
格
的
鰹
験
の
原
状

　
熊
に
遽
っ
て
見
た
も
の
で
あ
る
．
撃
ち
作
用
と
作
用
と
の
直
接
の
結
合
π
る
と
＾
宕
島
藝
の
形
式
に

　
よ
っ
て
成
立
す
る
實
三
界
で
あ
る
。
實
験
心
理
學
の
封
象
界
の
如
き
勇
の
か
ら
歴
史
の
封
象
界

　
に
至
る
ま
で
、
此
等
の
現
象
は
竜
は
や
自
然
科
學
的
因
果
律
に
よ
っ
て
統
一
す
る
こ
と
は
で
き
な

　
い
で
、
内
面
的
統
一
の
因
果
律
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
ね
ば
菰
ら
緯
。
併
し
全
然
以
上
蓮
べ
た
如
き

　
思
惟
の
立
場
帥
ち
認
識
作
用
の
立
町
を
棄
て
、
、
深
く
全
人
格
の
内
面
的
統
一
の
立
場
に
入
る
賭
、

　
我
々
は
認
識
封
象
界
を
超
越
し
て
道
徳
的
行
爲
の
投
界
に
入
る
。
我
々
は
も
は
や
一
つ
の
立
場



　
か
ら
他
を
寓
す
の
で
は
な
く
し
て
人
格
作
用
其
物
と
な
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
は
封
象
と
作

　
用
と
が
一
と
な
る
。
・
我
々
は
道
徳
的
行
爲
に
着
て
物
照
る
と
距
ぐ
に
心
で
あ
る
、
内
外
を
著
し
て
一

　
欝
欝
乏
遷
る
の
で
あ
る
。
作
用
と
作
用
と
の
結
合
の
窮
極
す
る
厨
屯
は
や
何
等
の
外
面
的
統
一

　
を
竜
許
さ
な
い
、
二
尉
爲
あ
る
の
み
で
あ
る
、
肯
定
竜
否
定
竜
な
い
、
絶
封
意
志
り
二
丁
的
作
用
あ
る

　
の
み
で
あ
る
。
此
立
揚
に
佳
し
て
打
戎
吋
片
、
随
慮
に
主
と
な
る
時
、
我
を
は
宗
敏
の
発
揚
に
立
つ
、

　
宗
教
的
直
観
に
於
て
は
萬
里
一
壷
の
鐵
、
内
外
の
匿
鋼
も
な
け
れ
ば
自
他
の
盤
面
も
な
い
。

　
　
以
上
余
が
人
格
的
膿
瞼
の
野
心
と
竜
見
ら
る
べ
き
思
惟
作
用
の
立
場
に
就
い
て
云
つ
だ
こ
と

　
は
、
人
格
的
禮
験
⑳
部
分
的
作
用
に
就
い
て
云
ふ
こ
と
も
で
き
る
。
視
畳
も
羅
畳
も
人
格
的
作
用

　
と
し
て
、
具
膿
的
に
は
そ
れ
自
身
の
封
象
界
を
、
有
つ
濁
立
膚
由
の
‘
作
用
で
あ
る
。
抽
象
的
に
は
色

．
自
膿
又
は
督
自
膿
の
封
象
論
的
…
世
界
を
有
つ
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
作
用
が
全
入
格
の
内
．
面
的
活

　
動
の
申
に
入
っ
て
其
内
容
を
影
射
す
る
時
、
我
・
々
は
藝
術
の
封
象
を
有
つ
、
藝
術
の
立
野
は
部
分
的

　
膿
験
に
於
け
る
宗
敏
的
立
中
で
あ
る
。
　
シ
ヨ
｝
ペ
ン
ハ
ゥ
ェ
ル
の
云
っ
た
如
く
藝
術
家
は
紳
來
．
の

　
瞬
問
に
於
て
は
玉
敷
家
で
あ
る
。
面
し
て
此
論
文
の
始
に
於
て
述
べ
た
如
く
す
べ
て
一
つ
の
立

　
揚
が
ら
そ
の
背
後
に
横
授
は
る
具
禮
野
立
揚
に
到
る
・
に
は
、
立
場
の
超
越
が
な
け
・
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即

㈹
も
極
限
概
念
に
よ
っ
て
之
乏
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
色
の
表
象
自
膿
は
そ
の
無
限
な
る
系
列
の

　
　
　
　
　
経
瞼
内
容
の
毬
々
な
愚
漣
綾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
U
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極
限
淀
於
て
、
作
用
と
な
る
ゆ
我
々
の
親
畳
作
用
と
い
ふ
の
は
色
調
や
光
度
や
飽
和
度
の
無
限
な

る
系
列
の
統
叫
で
あ
る
。
我
々
の
人
格
と
は
此
の
如
き
作
用
の
無
限
量
る
工
面
の
統
一
で
あ
る
。

表
象
自
学
が
そ
の
無
限
な
る
総
和
の
極
限
に
於
て
猫
立
の
猜
紳
作
用
と
な
る
如
く
、
作
用
の
無
限

な
る
総
和
は
そ
の
極
限
に
於
て
愚
心
な
る
人
格
と
な
る
の
で
あ
る
。
莇
し
て
各
の
作
用
は
そ
れ

焔
心
に
個
有
な
る
封
象
界
を
有
ち
、
我
々
の
輕
験
的
世
界
と
い
ふ
の
は
作
用
の
作
用
π
る
意
志
即

．
あ
人
格
的
統
∵
の
封
象
界
で
あ
る
が
、
幽
幽
的
意
志
の
立
揚
か
ら
見
れ
ば
こ
の
世
界
は
自
由
意
志

の
日
竜
器
と
し
て
無
限
な
る
世
界
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
爵
由
意
志
の
封
土
π
る
道
徳
的
世
界
は

無
恨
論
る
自
然
界
の
総
和
の
極
限
縛
あ
る
。
而
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
概
念
」
に
於
て
の
如
く
そ
の
何

の
部
分
に
顧
て
竜
発
鰹
の
相
を
具
す
る
人
格
的
膿
瞼
に
当
て
は
、
縮
書
［
や
晋
樂
に
於
て
見
る
が
如

《、

ｼ
南
と
か
船
艇
と
か
い
ふ
如
き
部
分
的
膿
血
竜
直
に
主
客
合
一
の
、
具
面
的
翻
心
の
相
を
現
ず

る
乙
と
が
で
き
、
此
等
の
膿
鹸
に
煽
て
竜
種
々
な
る
立
揚
、
種
々
な
る
世
界
を
具
足
し
て
居
る
と
考

あ
乃
乙
と
が
で
き
る
。
併
し
魔
術
は
輩
に
部
分
的
な
る
具
膿
春
立
揚
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
種
々
の

立
塀
、
種
々
の
世
界
の
具
膿
的
統
一
に
於
け
る
眞
の
關
係
は
唯
哲
學
、
道
徳
、
宗
敏
の
全
人
格
的
立
揚

に
於
て
の
み
之
を
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
の
文
化
登
展
は
之
を
蒔
銭
と
し
て
抽
象
的
．

よ
ゆ
具
禮
的
に
憾
む
の
で
あ
る
。
新
略
し
い
丈
化
は
古
き
文
化
螢
展
の
極
限
と
し
て
蜆
れ
來
る



の
ぐ
あ
る
。
我
々
の
眞
の
永
久
の
生
命
は
ゆ
夢
。
u
塁
や
ト
げ
器
く
霞
の
野
臥
の
上
に
求
む
べ
き
で
は

な
く
し
て
、
若
く
し
て
予
字
架
上
に
釘
付
け
ら
れ
π
基
督
の
上
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
完
鎧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
此
論
交
の
後
難
は
多
少
論
塾
の
混
雑
を
識
し
た
か
も
知
れ
な
い
、
併
し
私
は
此
混
難
を
我
緑
に
別
れ
た

　
我
心
の
難
．
念
と
し
た
い
と
患
ふ
。

182無

経
瞼
内
容
の
種
々
な
る
謹
綾
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